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プラタ記念ホ・ jしの展示の3つから構成されている。

；「穂高の自然と震史Jを総合テーマとし、
と文化、現在の自然の姿が概観できるようも

7つの大テーマにそって展示が展開されている O

L 日本列島と四国のおいたち
2. fヰ？）ノ具、たt;，の足跡
3。ムラからタ二八、

4.古代，中世の南波

5.蓬政のもとで

らE

7‘穂高（！）自然とくらし

部門展示：総合ノ畏示とはちがうた

との仮説的、分類的な展示を行っている。

うつりかやり

fス；J

ム ノふ、ffi'f官、
ノ 、_;..,; ~-.,; 、ーー

いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／

と目存主のしくみ など

ラブラタ記念ホーjしの展示：アルゼンラン

ラブラタ大学から寄治された謂アメ ＇）;'-; 
.，－間六、一一句
tど在乏＇.0＇」(. ¥d令。

A 

苦；；河畏示／人文：）で；之、テーマをきめ

えをしている。平成8

阿波の焼き坊の畏示のー；ヱきとして

を展示した。こ
主、J0 

現治三ムら大正を恥むに

ら現和20年？とi還まで、

L 岐阜まで巡[5Jし

使用していた芝居衣裳＠

2，全盛震

平成8 呼？刀、内 r;1
ヂ'i＼℃ノ J1己！ を行った。

ァラネだと 1コ才し



3 展覧事業

・展示内容

①銅鐸の絵・子供の絵

・銅鐸の絵

．子供の絵

・世界の先史・現代の絵

~銅鐸の歴史・銅鐸の美

・銅鐸の絵

個銅鐸の文様

・銅鈴から銅鐸へ

－開く銅鐸、見る銅鐸

－銅鐸の絵・文様、土器の絵・文様

．銅鐸の美学

③青鏑祭器と弥生社会

ている。これまで、西日本を中心に約430個発見され

ているが、徳島県内からはその約l害uの45個ほど発見
されており、徳島は銅鐸の宝庫とさえいわれている。

銅鐸ほど謎の多いものはない。どこでつくられ、ど

のように使われ、なぜ埋められたのか。銅鐸に描かれ

たシカやトンボは何を意味するのか。

この企画展は、国立歴史民俗博物館が企画し、国立

歴史民俗博物館を皮切りに5会場を巡回したもので、

銅鐸の製作や移り変わり、銅鐸絵画の意味、銅鐸のま

つりや埋納など、銅鐸に秘められた謎を多面的に紹介

したものである。

・期間平成8年4月2日（火）～5月12日（日）

・会場博物館企画展示室・ 21世紀館多目的活動室

おわりにL国；
！好"fPloc言わ｜

2・

銀鐸のまつりと埋納

銅鐸の発売

IO I名東銅鐸
lo l矢野鋼鐸 、武器対ら祭器へ

己 J i ~雨ヨ雫~

ピ竺｜ 巨呈l正之l
鍋鍔の美学

銅鐸の絵・文様、土器の絵・文様

絵画銅剣
。。。 n

〈ご＝oood' 

( 3）青銅祭器と弥生社会

回銅鐸の文様

~m 

子供の絵 15点

鐸銅風骨4

時
欄
岡
山

諮
問
一

と

桜

欄

噌
事
一
回
日

動

蜘

和

銅
蜘
一
凶
防

）

蝕

繍

江

固

蹴
讃

号

l
j
伝

E
O一ー

井

I
l

＝コ E二＝＝＝＝＝＝コ＝＝コ＝コ＝コ C:コ
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4 援覧奉委主

企画展 f喜男援の業jの主主議長雪量

。殺す武器‘見る武器

銅鐸のまつりと；盟会1

主主lOOFl

機記念議；議会

議訴・

1寅主主

会場； 21

ス主宰三野＇.う Aぷ入
、み J -i:::::i • ~vノ%

こ

しさや形の見事さなどで、自

おもしろさわ不思議さを最も強く感じさせるもののひ

とつである。また、人間は古ftから
会主物を涼材料として利用［ていた。

まな資源として利弔されているこJ

いえば、だりにであるとか難しいという

れがちであるが、ごのil:＇耐震で

:if：霊祭「言語録の奨jJ寝示鉾談（言葉告誌は佐原 真沃）



5 展覧事業

’aa
－

－

 

光

一

蛍

－

4c

－
 

硬

一
重

一
比
一
い
五
折

性
お
込
屈

磁
に
劃
横

E

・E
・－－－

J
l
 

－ア工－フt
 

j
 
の物鉱，．，，‘目白

H鉱物のいろ
いろな性質Ill岩石を作る鉱物と

変成岩そのなかま
の鉱物 Fー「

i関車i
同告鉱i

鉱物にさわっ
てみよう回

国
堆積岩
の鉱物

回
IV.鉱物と人と
のかかわり

鉱物の光沢と光の展示コーナー（企画展「鉱物の世界J)

(3）第3回企画展「自でみる博物学」
博物学は生物学、薬学などの現代科学の基礎となっ

たものである。江戸時代中頃の日本では中国から伝

わった本草学が発達していた。本草学は薬草など利用

面を重視した学問だが、やがて、広く自然をとらえる

博物学が西洋から伝わってきた。博物学はさらに発展

して、今日の動植物学の基礎になったが、人々がどの

ように自然を記録し、後世に伝えたかを博物画を通し

て紹介した。また、あまり知られていない徳島の博物

学についても目を向けてみた。

・期間平成8年10月18日（金）～1996年12月1日（日）

．会場博物館企画展示室

・展示内容

①日本の博物学の目覚め 本草学の世界

．展示内容

a:鉱物とは
岩石と鉱物との違い

②鉱物のいろいろな性質

形・色・光沢・蛍光性など、特徴的な性質を持つ鉱

物の典型的な標本

③岩石をつくる鉱物とそのなかま

石英・輝石・かんらん石など

④鉱物と人とのかかわり

宝飾用・鉱石・工業用などに利用される鉱物

⑤生物・化石と鉱物

貝殻や骨など、生物がつくる鉱物と化石をつくる鉱

物

⑥四国の鉱物

愛媛県市ノ川鉱山産輝安鉱、徳島市眉山産紅簾石な

ど四国を代表する鉱物

⑦中国雲南省の鉱物（8月7日から追加展示）

・資料借用先

愛媛県立博物館（愛媛県産鉱物）

熊本市立熊本博物館（縄文時代の耳飾り・玉）

熊本大学（世界最大のダイヤモンドのレプリカ）

古美術水口（江戸時代の金貨・銀貨）

栃木県立博物館（世界各地の鉱物標本）

博石館（ペグマタイト）

．観覧料一般200円／高校・大学生100円／小・中学

生50円

．期間中の観覧者数 7,363人
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3）さまざまと江戸め？専務盟議
Ai本草函詰

4）植物：こ人生をささげた晃 一牧野富::t認の法界一

Bi 

6）さまざま立博物窓 5) 
フワーチス， 、クエ！、〉 可1ブ ，；ーチほか

牧野富太郎が茶めた詰物函
見
中
一
細
密
函

1
f
i
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議資料情居先

悶i；宅建；ぎの渓示コーナー（企窪震「包でみる博物学J)



大和本草他本草関係資料（徳島県立文書館）

関根雲停関連資料・牧野富太郎植物画原画（高知県

立牧野植物園）

日本動物誌未発表石版画（北九州市立自然史博物館）

石版画関連資料（個人）

昆虫細密画（個人）

阿波国産物絵形帳（個人）

・主な展示資料（上記以外）

重訂本草網目啓蒙

ケンペル廻国奇観

チュンベルグ日本植物誌

シーボルト日本動物誌

カーチスボタニカルマガジン

フッカー外来植物図鑑

フック顕微鏡図譜

パクストン植物雑誌

ドノパン博物学の宝産

．観覧料一般200円／高校・大学生100円／小・中学

生50円

．期間中の観覧者数 2,738人

3.木造船の屋外展示

博物舘で収集した大型の木造船は、これまで適当な

展示施設がないことから倉庫で保管してきた。しかし、

8年度に都市計画課の協力で文化の森総合公園内の知

識の森に新たに屋外展示施設が建設され、そこに次の

2隻を展示し、 3月11日から一般公開した。

¢任勢船（まかせぶね）

長さ10.Sm×幅2.54m×高さ1.85m

昭和61年、阿南市中林町浜八郎氏寄贈

②カンコ船（長さ7.0m×幅l.lm×高さ1.2m)

昭和63年、鳴門市瀬戸町の上村昭一氏寄贈

木造船の屋外展示風景（知識の森）

展覧事業 7 

なお、 9年度には、平成8年に三好郡三野町の原

久夫氏から製作・寄贈していただいた吉野JIIのカンド

リ舟（長さ6.3m×幅1.32m×高さ0.77m）を加えて展

示することになっている。

4 .常設展の更新に向けての取り組み

当館は平成2年11月3Bに開館し、現在（平成9年

3月末）、開館8年目に入っている。この問、 54万余

人の常設展観覧者を迎え、徳島県の中核博物館として

の役割を果たしてきた。しかしながら、観覧者が年々

減少傾向にあることにみられるように、「いつ千子って

も変わらない展示」とみられることは否めず、常設展

の全体的な新鮮さが保てなくなってきているのが実状

である。

そこで、開館10周年を機に、これまでの調査研究・

資料収集活動の成果、最近の博物館の展示傾向等をふ

まえ、総合博物館としての性格をより鮮明に打ち出す

方向で、全面的な常設展の更新（リニューアル）を行

うという方針のもと、平成7年度から館内での討議や

展示更新を行った博物館等の視察、博物館利用者への

アンケート調査等を行い、現行常設展の現状と課題の

分析、巨指すべき展示のあり方を模索してきた。これ

までの検討内容の概要を以下に記しておくことにした

しミ。

(1）常設展の更新の必要性

・実施設計からの年数の経過

現在の常設展は平成2年11月の一般公開ではあるが、

内容は昭和59～61年度の資料収集展示委員会における

討議に基づき、 61年度に実施設計が行われたもので、

基本的には10年前の学問水準に基づく展示である。当

時は学芸員が3、4名しかおらず、限られた主体的力

量でつくられた展示といえる。

・資料収集委員会の提言

「徳島県立博物館資料収集展示委員会のまとめと提

言J（平成2年5月）では、「博物館の展示は、常設展
示といえども一度できたらおしまいというものではな

く、・・（中略）、少なくとも10年をめどに、展示

テーマの組み替えを伴う大幅な展示更新を行うよう要

望する」と述べられている。

．開館以来の調査研究・資料収集活動の蓄積

開館以来、 14名の学芸スタッフによる調査研究活動

や、種々の企画展の取り組み等により、県下の自然・

歴史・文化に関する知見も増し、収蔵資料も大幅に増

えた（平成2年12月末71,262点、 8年度末324,045点）。
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これらの成果を常設震にも盛り込むことが茎まれる。

畿最近の全菌の博物館における震示動向

と自

される は、近年の

さ合〉ヘ

「E然と人鍔との関係Jを展示、て取り上げるようになっ
てきた。また、「参力u.体験型展示jの名のもとに、
主力く展示やマルチメディアの導入をはかったり、ア

ミューズメント性を追求する諮も増えてきている。

（観覧者）の動向

i土、平成9年3月末で累計

548,648；えとなった。しかしながら、平成3年度の年

間137,117人をピークに年々減少傾向にあり、平或8

さヲ

,121人まで落ち込んで、いる。これは、部分的

しゃPRの努力にもかかわらず、

さを保てなくなっている

オLる。

重量アンケート調査における意見

している友の会会員を対象とし

たアンデートを中詩集言「したところ、 8割£！.と（沼収

うち58）の人が常設展を見直すべきだと Lてい

る。その理由として次のような意見があげられている。

a. 国定化していてかわりばえがしないっ

bョ身近な地域の特色がわからない。 でボイ

ントがつかめないo

C. 県内博物館と機能を分化し、それらとの連携の

中で表示を考えるべきである。

ι友の会や一般県民が連携できる展示スペースづ
くりを望む。

時代

現行の常設展l立、総合展示、中でも

が全体の3ぅifの2をさめている。そのため、

・丈化等について概観する

ア
《〉

るものの、入湾の生活の湯ないしは背

景としての自然環境との関係や、他地域との比較など

に踏み込むことがむずかしく、展示の発展牲に欠ける

となっているof郷土に根ざし世界に広がる博物
自然、歴史、文化の資料を総合的に展示し

ごとかかわりについても理解できる施

こいう当宣言の基本理念からはほど遠いこいわざる

をえない。

毒事総合簿物舘としての総合性の不足

総合展示討さ島の自然とくらしJi土、言j・j雷では県下
の自然と伝統的な生活との相互の関わりあい

に展示する予定であった。しかし、

不足（学芸員の数や調査資料の蓄積等の不足〉により、

は生物標本と民俗資料を並列的に J展示するに留

まっている。県立博物舘としては、本来こうした身近

な環境と生活を取り上げた展示にもっとスペースをさ

き、内等的にも真の総合展示をめざすべきで、忘る。

鯵特色に欠ける展示

どうしても終羅的 3 均一的になり

がちであり、特色に欠ける。ラブラタ記念ホールのよ

うな全国的に誇れる展示資料もあるものの、その性格

づけはあいまいである。県下でも

に誕生する状況の中で、当館の特色をもっと

打ち出す必要があると思わずしる。

常設援要新の基本方向

轡総合博物怒としての総合性の追求

「人す素斗蛍，自然科学の両者が有機的に結びついた

という当館の基本的性格を具現化するた

めには、常設展においても総合性の追求、すなわち「自

然と人題生活の相互関係jを追求していく展示をめざ

し、それを当館の特色にしていく必要がある。そして、

て、宗民がより

から考える必要性をアピールするとともに、いっしょ

に考えていくための足場を提供していかなければなら

ない。

畿通史展示主体力3ら空湾部総合展示主体へ

にはも通史展示主体を改め、 UJa 阜.m・ 海副
まちなど、人間の生活が営まれてきた空需を大テーマ

にとり、それぞれの場における生活文化（生産、技術、

居住、信仰など）とそれをとりまく自然環境との関わ

りを追究する展示を主体としたい。そして、それぞれ

の展示の中で、他地域の自然や生活文化との比較と

いった発展性も追求していきたい。

あわせて、「生物の多様性」を中心テーマとする自

然史分類展示、美術資料や新収蔵資料（！）紹介をはじめ

できる小規模なフリー展示スペースを設

け、総合的な畏示を補完するようにしたい。

命参加型展示の遺求

一段lこ7参加型展示jといえば、動く展示や操作す
る展示の導入、マルチメディアの活用等が想定される。

しかし、それに留まらず、触覚等五感に働きかけるよ

うな展示や疑問投げかけ型の展示などを遥じて、 「i：専



3.ムラからクニへ 4古代中世の阿波

2.狩人たちの足跡l , If It I, 1 f 5.藩政のもとで

1日本列島と西国
のおいたち

現状

山とくらし

四国のおいたち

里とくらし

更新イメージ

部門展示室部門展示室
（自然） （人文）

まちとくらし

フリースペース

7.徳島の自然と
くらし

JIIとくらし

海とくらし

分類展示

物館の展示を見て自分の生活の場に興味や疑問を持ち、

そしていっしょに調べる」機会を与え、その結果が展

示室に持ち込めるような参加型展示をめざしたい。

．新しい展示手法の導入

展示づくりや解説には、マルチメディアの活用はも

ちろん、新しい展示手法の積極的導入を図る。また、

文化の森システムとの連携により、映像資料の展示室

への取り込みも検討したい。あわせて、現在等閑視さ

れている外国人や「障害者jへの配慮も忘れてはなら

ない。

・展示替えしやすい平箇配置・構造の展示

最近の博物館の展示は（当館の常設展も含めて）、

まだ導線誘導型が主流である。しかし、これはテーマ

が固定するため、部分的手直し以外には展示替えがし

にくく、展示更新をするには全面的展示替えにならざ

るを得ないというデメリットがある。

新しい展示では、大テーマごとにある程度ブロック

を区切り、入館者の興味に応じて選択導線がとれるよ

うにしたい。また、そうすることにより、ブロックご

との展示替えが可能になる。このように、将来の展示

替えがしやすい平面配置・構造にも十分配慮したい0

・平成8年度視察館

神奈川県立生命の星・地球博物館

平塚市博物館

長野県立歴史館

名古屋市博物館

滋賀県立琵琶湖博物館

兵庫県立歴史博物館

兵庫県立入と自然の博物館

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

三瓶自然館

5 .展示関係出版物

屡企酋展図録・解説書

・第1因企画展図録「鋸鐸の美j

展覧事業 9 

毎日新聞社1995年11月1日発行の図録「銅鐸の美j

(A4判264ページ、全ページカラー）を700部買い

取って、寄贈・交換用として使用した。

・第2[81企画展解説書「鉱物の世界」

1996年7月19日発行、 A4判24ページ（全ページ

カラー）、 700部＋友の会増刷分300部

・第3間企画展解説書「自でみる博物学ー華麗なる博

物画の世界一J
1996年10月18日発行、 A4判24ページ（全ページ

カラー）、 700部＋友の会増刷分300部

・英文展示解説書

1996年4月1日発行、 B5判24ページ、 700部

現行の常設展では、中テーマ解説パネルのタイトル

に英文タイトルが併記しであるほかは、外国語による

解説はない。それを補うため、英文の展示解説書をつ

くった。受付で希望者に配布している。英訳に当たっ

ては徳島市国際交流協会の協力をいただいた。

内容は、大・中テーマの英文概説および小テーマタ

イトルの英文表記をまとめたもので、ところどころに

写真と図が挿入されている。
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を認べるたぬにヨモギ濯、キンポウ

ゲ湾、スミレ属の染色体の観察を行った。

スミ兵アンモナイト

む；長ばηcerasiwrniεYlSεの再検討を行った。

Ji Ii荒波の下部守亙系E主化正ムに認する研究

ミ三ノ、i菊層から産出するアシモナイト設の分類学的
を？子った1

アブー手十のコレク

）ι 

その行動全

ショ；／の調査を行った。

②日本産シュモタ

5；本産のシュモク

沖縄県の八重山地方にしか記録はなく

まったく判明していない。

，－ナ九O

に認する研究

ら差出するデイデイモセラ

の自J;主Jにむけ
J 11、相撲！日（神奈川県）、長

、江の！！！（広島県）、松田iii。四万十



阿波町から上板町にかけての阿讃山地南麓で調査

を行った。

中尾賢一（地学）

①鮮新世～更新世の浅海棲貝化石と堆積相の調査

鹿児島県・長崎県・高知県で化石の産状と堆積相

の観察を行い、それぞれの群集の分布域を調べた。

②鳴門海峡産ナウマンゾウ化石の研究

当館所蔵のナウマンゾウ化石のうち、臼歯以外の

標本について計測した（当館亀井館長と共同）。

③日和佐町の地質の調査

平成8年度阿波学会の調査の一環として、日和佐

町の地質を調査した（徳島大学石田啓祐氏らと共同）。

天沼利夫（考古）

①対馬の積石塚調査

長崎県対馬に分布する積石塚を調査し、徳島県内

に分布する積石塚との比較研究を行った。

②前期古墳の埋葬頭位に関する研究

主として西日本における前期古墳の埋葬頭位につ

いて調査し、近畿地方の北枕優先とは異なった東西

方向の埋葬が主流であったことを確認した。

③漁業関連遺跡の調査

県内に分布する漁業関連遺跡の調査を行い、漁具

等の資料を集成したO この調査の中で鳴門市亀浦遺

跡を発見した。

高島芳弘（考古）

①縄文時代における石鎌の形態の変異について

鮎川遺跡採集の石鍛の図化を行い、基礎資料の蓄

積を行った。

②製塩土器の調査

鳴門市亀浦遺跡出土の製塩土器について、備讃瀬

戸、淡路・紀淡海峡のものと比較検討を行った（当

館天羽副館長と共同）。

魚島純一（保存科学・考古）

①銅鐸の構造調査・材質調査

企画展「銅鐸の美jに出品された資料のうち、所

蔵者の承諾を得た資料のX線透過撮影による構造調

査および蛍光X線分析による材質調査を行った。

②出土赤色顔料の同定

県内から出土した赤色顔料関係遺物の蛍光X線分

析による同定を行った。

③外部依頼による調査

上勝町教育委員会の依頼を受けて赤外線テレピカ

メラによる棟札の判読を行った。また、愛媛県埋蔵

文化財調査センター、寒川町教育委員会などの依頼

を受けて、出土丈化財等のX線透過撮影による構造

調査、蛍光X線分析による材質調査などを行った。

山川浩寅（歴史）

調査研究事業 11 

a:模擬原爆の被弾地調査
模擬原爆・パンプキン爆弾は、最近、アメリカ寧

資料から徳島に投下されたことが判明した。アメリ

カ軍資料に基づき、その被弾地の確認調査を行った。

②百姓ー授に関する調査研究

阿波留の百姓ー授のうち、 19世紀初頭の享和逃散

事件について、海部郡i美川村（伊勢田）農民の土佐
への逃散について聞き取り調査を行い、文献・史料

との比較検討を行った。あわせて史料の収集を行っ

た。

③戦後復興に関する史料調査

1946～1949年ころの農村地域の復興について解明

するため、前川農事実行組に関する戦後復興史料を

調査した。

長谷川賢二（歴史）

①中世修験道史の研究

中世における山伏集団の地域的展開について、現

時点での見通しをまとめ、 1996年度鳴門史学会大会

で報告した。また、県内外の修験道資料の調査や収

集も行った。

②被差別部落の生活文化史の調査

徳島県教育委員会による河和地区民俗文化史調査

に参加し、聞き取り調査（小松島市）や関連史料の

検討を行った。

③地域社会における歴史意識・伝統意識の研究

古代阿波忌部伝承の拡散と定着を事例とする考察

の前提として、由緒・史跡顕彰に関する研究文献の

収集・検討を行った。

庄武憲子（民俗）

①平成8年度阿波学会の調査の一環として、日和佐

町の漁・猟師にったわる言い伝えについての調査を

行った（生光学園東田塁美氏と共同）。

②芋に関する習俗についての研究

四国山中で儀礼食として重要視される栽培山芋

「カシュウイモjについて、その系譜をたどる事を

目的に九州・沖縄地方での開き取り調査を行った。

大橋俊雄（美術工芸）

①舞楽螺錨蒔絵硯箱の研究

蜂須賀家旧蔵の向硯箱について、作者の伝承（伝

光悦作）にかかわる史料を調査した。

②蒔絵師飯塚桃葉の研究

飯塚桃葉に関する史料を分析し、蜂須賀家と狩野

典信、桃葉の関係について調査した。

a:徳島藩の御用絵師に関する調査研究
9年度開催予定の企画展の準備の一環として、藩

の御用絵師に関する作品の所在調査、粉本類の分析

などを行った。
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長谷川賢二（淫史）、

懇親査三程

第］出： 3月288～ 9月5目、

第2@: 12月14 日～ 12ノ可20 日、 （民

識調査の日程と

S月3日～ 5日：

‘喜界島＠

(1)黒瀬の道一奄美地方の密実在と

に引き続きも黒議；二関係する

よび周辺島娯の自然史、民俗などの

た。また、ーさrsは沖縄県の八重山地ゴ7にも

足をのばしてー追加課査を行うた。

警参認王室メンバー

（宣言長。

第3回： 2月11日～2月18日、

第4毘： 2月14日～2月205、

第5！ヨ： 2月246～3月l!3、

第8回： 3月7日～3月14日、

種子島

第7密： 3月22日～3月263、

犠調査内容

－研究成果の収集と

の確認司記録

j 苔

には多様なろえ辺環境が存在している。こう

した水辺の環境における人bのぐらしと、ぞれを

てきた環境とその変還を把握することを巨的に、那賀

川流域中心iこ調交を7行った。

参調査メンバー

システムの基礎的解析？去の開発

7～る

当揺の研究分担者：鎌田選手入

、長谷川賢二

ト二月康問

河川環境管理財団の河川整備基金の助金による

とヰ悶

雪量

錯誤査のEH呈と概要
5月24fl～ 5月27ヨ；

き取り



共同研究： f流域環境変化が河道内樹木の長期的消
長に及ぼす影響に関する謂査・研究」（平成8～10

年度）

研究代表者：岡部健士（徳島大学工学部助教授）

当館の研究分担者：鎌田磨人

．（財）昧の素食の文化センター奨学助成金による共同

研究：「カシュウイモの文化史ー儀礼食で考える黒

潮文化の流れ一」（平成8年度）

研究代表者：吉成直樹（高知大学教授）

当館の研究分担者：庄武憲子

．三重県大型化石発掘調査団による鳥羽市安楽島海岸

での恐竜化石発掘調査への参加・協力

発掘調査団長：北JII正恭（三重県知事）

当館の参加者：亀井節夫（顧問として）、両角芳郎・

中尾賢一（調査員として）

5.研究成果の公表

(1）徳島県立博物館研究報告第6号

1996年9月15日発行、 B5判137ページ、 1,200部

（＊は館外著者）

藤原道郎＊・鎌田磨人・福田珠己キ：フランスのエコ

ミュージアムーロゼール山・エコミュージアムとグ

ランドランド・エコミュージアムの事例を中心とし

て. p. 1 38. 

太田陽子＊・鎌田磨人・岡部健士＊：徳島県吉野川内の木

本と土地利用型の分布 1964年および1990年の

メッシュ図 . p. 39-72. 

佐藤陽一：穴吹JII （吉野川水系）の魚類相．

p. 73 88. 

井口利枝子＊・井口光二＊・佐藤陽一：徳島県内で発見さ

れたニホンヤマネ Glirulusjaponicus. p. 89 96. 

奥村清..￥賓由美穂＊：徳島市および鳴門市から産出

した徳島平野地下の完新世貝類遺骸群集．

p. 97-128. 

大橋俊雄：作品紹介左記紋騎蛤蒔絵簸・打根 1腰．

p. 129-137. 

(2）博物館ニュース”CultureClub”欄記事

田辺力：ヤスデの採集. No.23, p. 2 3. 

魚、島純一：銅鐸を科学する. No.24, p. 2-3. 

中尾賢一：高知県安田町唐浜の鮮新世貝化石.No.25, 

p. 2 3. 

高島芳弘：鳴門海峡にのぞむ漁業と製塩のムラ 亀浦

遺跡一. No.26, p. 2 3. 
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(3）当館刊行物以外への掲載（＊印は館外の研究者）

＜動物＞

佐藤陽一（1997.1）事例紹介：徳島県下のメダカ生息

調査．多自然研究（16):13. 

Tanabe, T., K. Ishii* and Y. Wen-ying* (1996. 8) Two 

n巴wxystodesmid millipeds from血eTi但nnuMountains, 

Zhejiang 針ovince,Ch泊a.Edaphologia (57): 13-19. 

田辺力（1996.9）ヤスデ類．石井実ほか編「日本

動物大百科8，昆虫Ij，平凡社： 38 39 ; 42-43. 

Tanabe, T.組 dK. Shinoharど（1996.10) Revision of白巴

Millipede genus Xystodesmus, with reference to白es旬tus

of仕1e甘ibeXystodesmini (Diplopoda: Xystodesrnidae). 

Journal of Natural 団story,30 : 1459-1494. 

＜植物＞

鎌田磨人・森本康滋＊・西浦宏明＊(1996. 3）黒沢湿原

の横生ーその20年間の変化．黒沢湿原植物研究会編

「黒沢湿原植物群落調査報告書J，徳島県池田町教
育委員会： 49-74.

西浦宏明＊・森本康滋＊－鎌田磨人・山本久美＊－山中三

男＊・石川慎吾＊ (1996. 3）黒沢湿原とその周辺の

植物相．黒沢湿原植物研究会編「黒沢湿原植物群落

調査報告書j，徳島県池田町教育委員会： 1-8. 

鎌田磨人・森本康滋本－石井恒義＊・友成孟宏＊－井内

久利＊ (1996. 3）北島町の公園における植栽樹穫の

特性．阿波学会編「総合学術調査報告，北島町」（阿

波学会紀要42号），徳島県立図書館： 15 24. 

K出nada,M. and N. Nakagoshi場（1996.5) Landscape 

S甘uctureand the dis旬rbanceregime at three rural regions 

in Hiroshima Prefecture, Japan. Landscape Ecology, 11 : 

15-25. 

Kamada, M., Y. Ohぬ＊ and T. Okabぷ（1996.6) Inter鳴

relation b巴tween紅白 dis凶butionin river and environ国

mental change of basin due to human activity. Int巴rpra-

event 1996 Tagungspublikation, 2:245 252. 

Okabe, T. *, M. Kamada and M. Hayashiホ（1996.6) 

Ecological and hydralic study on floodplain vegetation 

developed on a b訂. Interpraevent 1996-Tagungspubli-

kation, 1 : 235-244. 

鎌田磨人（1996.10）山間農村における山地利用と景

観の構造．沼田 巽編「景相生態学ーランドスケー

プ・エコロジー入門」，朝倉書店，東京： 86 93. 

岡部健士＊・鎌田磨人・小寺郁子＊ (1997. 3）交互砂

ナトl上の植物群落分布とこれに及ぼす河状履歴の影響．
水工学論文集， 41: 373-378. 

中越信和＊・鎌田磨人・前河正昭事－石井正人事・池上

佳志＊・野村和信本（1997.3）景観要素の構成，分

布および勤態．中越信和編「景観システムの基礎的



＜考古＞

叉;j;j利夫（1997.l← 3）考古学から見る

謎．徳島幸庁間朝刊 1月15,2月48, 3月3B 

く歴史＞

相／i言
、伊

立!7
ロp

一＼ム山口 2）四国における学芸員

み．月刊竪史手拡 25( 2 ) : 20 25. 

－小林淳一覚。長谷川賢二長

. 2 ）座談会

: 28-47. 

く ~1苔＞

庄武憲子・東田塁美＊ .同

おける

北島町J

183 193. 

＜美術工芸＞

（続人

議査研究事業

と

農村と河川についてー

基礎的解析法の湾発と

補助金基盤研究（A！研究成果報告書： 30 35. 
小Jii 誠（199/i.ll）企画展 16で見る博物学jに寄

せて穆徳島新開11月1B読手u.
＜地学＞

亀井節夫・奥[lj茂美移（19鉛.3）おわりに｜古琵琶

治目層君手上野累層の足跡化石j，服部JII足跡化石認査

団事三重県立博物語： 117 121. 

亀井節夫（1996.7）太古，日本列島は［象の楽菌J
であった．歴史街道， 7月号： 91 96. 

亀井部ラミ（1996.9 ) 

加して，恋島新聞9月18日／ ',,. 

亀井節夫（1996.9）太古の世界との出会いa

開設月26日夕刊．

亀井節夫（1996掴11）琵琶湖の生い立ち．湖人（うみ

んど）一琵琶湖とくら

記念誌編集委員会： 23 27. 

(1996.12）象と日本人一徳島で

とに一．語、島科学史雑誌 (15):17 26司

亀井節夫（1996.12）私の化石遊歴より，

兵庫県教育委員会（550):1-3.

. l ）恐竜のいる風景．月

14 

をも

号： 26-27.

亀井節夫（1997.1）コペル君のこと

悠（はるか）' 1月号： 102.

亀弁節夫（1997.1）恐竜と象の文化．あうろーら，21

世紀の関西を考える会（6) :134-140. 

亀井節夫（1997.2）市民に支えられる博物館をめざ

して，月刊ミュゼ， 21 : 14 15. 

亀井節夫（1997.3) 

恐竜化石盆三

三重県大型化石発掘調査ヨ： 20 2ti. 

(1997. 3）大阪府富田林市石川足跡化石発

富田林市教育委員会．

(1997. 3）恐竜の持代へ旅する窓像力．エム，

キューブ（みえのくにづくり情報誌） ( 2 ) : 3 8. 

三重県大型化石発掘調査団（亀井節夫・両角芳郎・中

尾賢一べlまか28名勺（1997.2）志摩半島の下部白亜

ら恐竜化石咽地萱学雑誌， 103( 2) : 

け印は宣言外の研究者）

譲ペ1997.3）オヤニラ
第24

19 : 59-64. 1月

ンとの出会い）＠

田辺力（1996.5 ）地理的単位の探索：ヤスデにおけ

る種の識別．第19罰日本k壌動物学会大会（富山人
田辺力ー片倉靖雄（罵渡峻弱球（1997謂 3）薄板ス

プラインによるヤスデ類交尾器の地理的変異の解

析．第44回日

小Jll 誠 四

9 木津王宮！亥ー阿部政人人ふJII 誠

(1996. 11）香川県小豆島に生育する野生ギタの縮抱

第48回染色体学会

ベ
h
柑
ノ
わ
むヨ

（岩井），

小寺郁子h ：体雅jを対，同部漣士本 s 鎌田磨人

5）砂川之の；室生とj可状の相互関係（第2報）

口絵9-10. 

両角芳郎（1996.3）淡路島産アンモナイトの研究支．

「淡路島の化石j，洲本市立淡路文化



平成8年度土木学会四国支部技術研究発表会（高

知）．

鎌田磨人＊(1996. 5）宅地化が進行する地域の公園にお

ける植栽樹種の特性． 第40回日本生態学会中国四

国地区大会（岡山）．

岡部健士事・鎌田磨人・小寺郁子＊ (1996. 5）砂州上

の植生と河状の相互関係．第40回日本生態学会中

国・四国地区大会（岡山）．

鎌田磨人・藤原道自~· .福田珠己本（1996.7）伝統的

な農村緑地の保全手段としてのエコミュージアム．

第6回国際景観生態学会日本支部大会（福山）．

鎌田磨人（1996.8）徳島県吉野｝！！の州上におけるヤ

ナギの分布拡大とそのプロセス（予報）．渓畔林研究

会第5回研究集会（川渡）．

Hong, S. -K.* and M. Kamada (1996.9) Pine forest as仕1e

important element of cultural landscape in Korea. 39 th 

sympo呂田nof International Association for Vegetation 

Science; Vegetation Science and Landscape Ecology. 

(Lancaster, UK) 

小寺郁子市・阿部健士＊・鎌田磨人（1996.9）砂州上

の植生と河状の相互関係．土木学会第51回年次学術

講演会（名古屋）．

中越信手a・ .鎌田磨人・石井正人＊－池上佳志事・野村
和信＊ (1997. 2）景観要素の構成，分布及び動態．

文部省科学研究費補助金・基盤研究（A），「景観シ

ステムの基礎的解析法の開発と標準化J研究報告会
（大津）．

阿部健土牟・小寺郁子＊・鎌田磨人（1997.3）交互砂

州上の植物群落分布とこれに及ぼす河状履歴の影響．

第41回水理講演会（東京）．

鎌田磨人・長岡公治牟・岡部健士＊ (1997. 3）吉野川

の砂州上のヤナギが不連続な帯状に分布するのはな

ぜか．第44回日本生態学会大会（札幌）．

小寺郁子＊・鎌田磨人・岡部健土＊．上月康則＊

(1997. 3）一級河川・吉野川の砂州上における植物

群落の分布と河状履歴．第44回日本生態学会大会

（札幌）．

Hong S. -K.* and M. Kamada (1997.3) Landscape structure 

and vegetation pattern of rural regions in Korea.第44回

日本生態学会大会（札幌）．

鎌田磨人（1997.3）日本における景観生態学の動向一

イントロダクション．第44回日本生態学会大会・自

由集会「日本における景観生態学の動向」（札幌）．

魚島純一（1996.6) X線透過撮影で確認された銅鐸

のシワ状痕跡．丈化財保存修復学会（奈良）．

魚島純一（1997.2）徳島県立博物館における赤色顔料

の調査．保存科学研究集会（奈良）．

調査研究事業 15 

魚島純一（1997.3）阪神・淡路大震災によって被災し

た資料の真空凍結乾燥．国立歴史民俗博物館研究会

（千葉）．

長谷川賢二（1996.8）修験と地域社会.1開6年度鳴門

史学会大会（徳島）．

長谷川賢二（1的6.9）小杉極那と『徴古雑抄j.徳島

中世史研究会（徳島）．

長谷川賢二（1997.3）熊野三山奉行考．徳島地方史研

究会例会（徳島）．

6 .研究会・学会等の開催

．植物談話会

開催日：平成8年4月～9年3月までの毎月 1団関

催（土曜日の午後6時から）

会場：博物館実習室／

参加者：毎回約15名



凸
山
白
山

内

J

1
ム

1結

5，背

2冊一

2冊

l -ffJ-

l冊

争歴史

土佐日記

｛多数道無常用集

審事業 j

__J 

16 

騒

」
口
山
白
川

守
tム
守

j
i

ヨ1)

豊臣秀吉朱印；犬

1弓三

94点

31点

一
陽
件
川
武
山

J

7

d

 

－i
1

4

T

よ

藍染織品

重量美街工芸

月に芋図

諾典二尊・松竹梅凶（3 
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ピルメンテテンス

5点高精弘明氏

1点中iii 認彦氏
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議謡物
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2, 13L点
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lf話会
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13帝

と保存は、博物館の最も基本的な機能で

おる。徳患の自然や歪史・文化に認する

かぎり絹羅的に収集することはもちろん、それぞ、れの

分野でのテーマに応じ、 tと敦資料として図面や1filB本
も収集してい〈ことにしている。とくに自然の

各分野については、日本の地史や生物相の形成に深い

る中白大陸や東南アジアをはじめ、海外ーまで

も必要になるだろう。

、市ノγ 寄贈 3 採集・

な方法で行っている。最近では、県民から

鰭も増えてきている。資料の講入に

会。を当てている。

平成8年度は 5名（人文2、自然3)

の補助

外来撞物図譜

ブラジル植物図誇

弘明氏
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アブア jv猿人足跡化石

委参考古
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美しい標本というよれば、鉱石のサンブノしとしての意

味あいが大きい標本若手と見ることができる。標本の整

理ー登録はすでに終了しているc

これらの一部は、折から間程中だっ

で展示したほか、

ト

ノ4

~え

p
h
J
V
 

と

18点＇＂よ、,~ IJ‘ 

資料波書草保存率業

毒事畏f釜

18 

5週

告年3月末日

とおり。

／周

Lた魚類液浸標本のコレクションで、
日本全霊jの主要な河川から得られた標本からなる。簿

したカワヨシ／ボ＇）とイシドジョウの模

も含まれている。 S

理府登録、作業を進めていくことにじているc

コレクションはロット数で2ヲ000点に及ぶので、実

際にはこの4～ 5倍の登録イ午数になる見込みである。

畿中盤雲南釜産岩石。

より

して反りそろえたもので、雲南

鉱物、雲南で豊富に産出する
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i号資料校集｛桑存毛主義

9年3月

l, 595ケ所

432ケ)1)]・

479ケ苛

210ケ所

206ヶ所

在5ヶ月7
184ケ所

ースシステム

ステムでの遠足が姶まった。

こして、；｛ッタ

内

外

然

丈

毘

国

一

色

人

一再
λ

ータむ

から構成されており、

じて特に必要がある場合に、そ

(1）改善工員詔

畿新銀，に接入されたパックアジ

・ Apple Power fvlacintosh 8500/180 （内蔵／ミードディヌ

夕、 2.0GB,64 M 叉AM）及zll7インチデJスブ：／

この端末は、コンピュ、ター作業家に設置Lた。

畿新規に購入された市販ゾフト

Adobe Phoぬshon4.0 J 

Adol e Page JVfakεr 6.0 J 

Omni Page Pro γー7.0

AdobeP乱惹el¥長：12.0J 

Cス三

1ヱド
サ 一長一ふ
l ，，十、

l本

部門サーパ1台： ApplePo官官 Macintosh8100/80 

設ハー γディスク 1G、48IVl fLA.M）および｛三郎Drive

(230 lvIOドライブ十lGハードディスク）

a 三主7窪田吟末 6台： ApplePower Macintosh 71001ヮ。
ードディスク 500辺、32MRAJVI) うち、 3

台；こは QuaDrive(230 MOドライブ十lGハードディ

スク）

・ラミヨヲ'ii百 tタ勢U,Lrrii:-t~ Z台：人pplePow巴EBook540 C 

蔵ハードディスク 320主主、 16M

8. 

8芳840巨Jl o;z r&: 8 

議鱗入雑誌

a然史系（30タイトル）：生物科学、科学、日
イエンス、海洋と生物、月刊海洋、遺伝、プラン夕、

月刊むし、昆虫と店然、治学雑誌、月刊埼玉三、インセ

クタリウム、 SCIASヲ America,1 Journal of Bota吟ヲ

Cladistics, Eatomology Abs,rncts, Episodes, Evolution, 

Journal of Eγolutiむn註ryBioiogyっ Joum針。f

p昌leontology, Nature, Oikos司 Paleobiology, Pfam 

Systematics and Evolution, Scic,nceぅ SysternaricBotany. 

Tbe American N試臼rnlist, Trends in Ecology and豆vol岨？

ZoologiむalJouロc1a!c,f Linn巴anSoci宕ty

人文系（36タイトル仁美術研究、美箔史、悌教芸

術、地方史研究、均三塁、芸術新潟、芸能史三五究、月刊

考古学ジャーナル、月刊文化財、月干lj文化財発提出土



20 資料収集保存事業

句、，

スキャナ－ 1台：豆PSONヲ500A立

ニット付き）

PolaScan （ブイルムスキャナー） 1台

ヂィジタルカメラ 1台 など。

は全て Ethernetょにつながり、 LANの

のも1までγ 作業室 a

には Power

Book 540 Cを利用することとし、デスクトップ型は

設置されていない。

畿博物館独自のハ－－ F構成

システム更改でのハード構成l土、基本的には前シス

テムのマシン台数と河じという制限があり、

は部門サーパを人文 e 奇然各1

という希望がかなえられなかった。そのため、

では独自に矯品として以下のものを追加し、

イ宇：のシステムをf零Jv;している。

－ワークグループサーバ l台： Apple Worl三gro百p

Serv抗予150（内議ハードディスタ 2G、48M

およびQ立註Drive

スク）

ドライブ十lGハードデイ

は、これをデータザ パ楼とすることに

しもシステムイ尉から記分された部門サーバ楼をアプ

リケーションサーバ機として？吏沼している。

・ Apple Power M且CL'1tosh8100/80 1台（内蔵ノ、－ F

ディスク 540M、48)1 ZミAM）およびQuaD必／色

MOドライブ＋1Gハードディスク） l台

ヱド機はQuadra針。 AVのアップグレード機であるが、

作業スペースに置いてデータ登録や酉像爵係の作業

などに使用している。

Apple Power Macintoshヲ500/132 1台

ディスタ 2G、98Tv1 

ペースに置いて主

などに使用するため、 7

ムに追加した。

轡データベース活ソフト

-}:' 

と t~物館を絵く 3飴i土、業務用データベ」ス

には 4th Dimensionを用いることにしたが、 7害
物舘では運用の柔軟性を考え、自然史は FileM総erPro毛

2.1を、人主こは Pa立oramaII ごとにユ、出

カフォーマットを十長めている。

各分野の担当学芸員がそれぞれの分

野ごとの入力フォーマットを利用し、て行っている。入

力されたデータは博物館データサーバに保存され、シ

ステム 8羽田テーフ。にノfック

アップされている。

ら統合サーパ

ヘテキストおよび麗｛象を

送り、システム管理者側で編集したものを提供すると

いう仕様となっている。資料管理データのうち、情報

提供する項目のテキストデータおよ

サーバヘ送るためのフォルダーに入オーしておけば、夜の



うちに自動的に情報提供用の統合サーバにデータが転

送される。

提供する情報は、博物館の資料データベースでは視

覚的に輿味を引きそうなものが少ないので、生物系で

は産地情報を地図（徳島県および四国のみ）上にプロッ

トとして表示することを行っている。

10.資料の爆蒸

収集した資料、貸し出し後返却された資料および借

用した資料は、原則としてすべて、収蔵庫への搬入、

展示に先だって爆蒸を行う。

資料の形態や量などによって、次の3種類の爆蒸を

行っている。

・減圧爆蒸装置による爆蒸

小型資料の爆蒸は、資料の受け入れのつど、担当学

芸員がi威圧爆蒸装置を使って行う。減圧：壊蒸装置の有
効内寸は、たて130cm×よこ120αl×奥行140cm（約

2. 3rrr）で、爆蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの

混合ガスを使用している。

平成8年度は9回の減圧爆蒸装置による爆蒸を行っ

た。

．常圧爆蒸庫での爆蒸

減圧爆蒸装置に入れることができない大型の資料は、

一時保管庫（24時間空調）に仮収蔵し、資料が適当な

量になった時点で常圧爆蒸庫で爆蒸する。

常圧爆蒸庫は、床面積20m＇×高さ 3m（約60rrr）であ

る。常圧！爆蒸庫での燥蒸は、文化財専門の爆蒸業者に

委託し、爆蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの混合

ガスを使用している。

平成8年度は、収蔵庫の全室密閉燥蒸時に大型資料

を収蔵庫に搬入して爆蒸したため、常圧爆蒸庫での爆

蒸は実施しなかった。

・収蔵庫の全室密閉爆蒸

収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカビな

ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが

ある。そのために、原則として3年にl回、専門業者

に委託して収蔵庫の全室密閉爆蒸を行うことにしてい

る。

平成8年度は、歴史民俗収蔵庫、特別収蔵庫1、特

別収蔵庫2、馴化室、生物収蔵庫、考古収蔵庫および

一時保管庫のガス（臭化メチルと酸化エチレンの混合

ガス）による全室密閉爆蒸と、地学収蔵庫の薬剤散布

による害虫駆除を行ったO 次回は11年度に実施する予

定である。

資料収集保存事業 21
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ある体数字通じて、ものの性

ンソースο

襲撃歴史散歩

41ノ1
40.人

:38人

な遺路、 j建造物、 sir並；みなどをめぐ、り見竺
るシ ＇）ーズとして実施している。

5月26日（己）

10見136 ( B) 

12.月15El （日）

ぐり

患じ1~！七麓を歩こう

翻聖子外ヨ然かんさつ

でかけ、

学そ行っている 0 8 

に、勝浦町、鳴

諸 1 ちし／ー0

4月146（臼）

5月198（日）

6月26!6)

7月14日（日）

7 f1278 （日）

］〆弓A dョ
」；：：w.:.....;..:,..

立JiIちこの士忠実克学

機のいきもの

夏の桂物と昆虫

水生昆虫のかんさつ

:37.人

33入、
ηn' 
むリノ＼

39人ザ

29人

80人

39人

42人

会月14EHゴ二j
9月296r日、l

10月27日（日）

11A106（日）

lJ月176（日）

2月16B ( B) 

3月98 ( 6; 

盛土曜講座

τ二l. / d，〆h ,,, ' ムてザ「
；巧＼ ζ主主Vノ人j 八 d C' j 

il'if口のいきもの

と.'IB虫

毎月第2土落E らよ 時間ほと＼

f守に r
ブ之、Jノ、

40I. 

3L九
円0".），：ノ、

17入

31人

32人

自の研究テーマ

で、申し込み？？三芸・

4月13忌（ゴニノ 生き

ついて話をする五奪J豆

5 ノワ116 

6月86 

7月13日

き月10日

9月148

10月126

11月9日

12月14日

LでLミる0

ム

鉱物のはなし

ら何カ宝わかるか

よい！；；ザゴどり

野外自主実力、九きつ 水主主箆虫のかんきつJ

22.A. 

47)¥. 

29人

戸＇ ' .::,1/,. 

:3ti人

スJi

17入
ハ戸、
i'.Z Y、
工さ人



2年生、アトラン

に一a館長をお緩いし、
および「亀井館長との

？こG

ワ［f.l fキ？伊三コ
削 i'c'i、明・v」口u

してい／三だ

のしかた）

26ノヘ
点 λ
V 〆、

23 普及妻女資事業

「名西郡石井町設!lJ古墳群の測量調査J
員）「蛍光X九三分析でみた

で%、し
3y
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環
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け口

h／
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ノ丸、

月

づ

1
i

－自
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八話
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J

長

の

唱

さ

タ
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人

舘

包

会

夏
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ノ
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部
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一

ン

コ

岩
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リ

ノ

ヨ

ケ

ノ

加

物
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オ

一

一

参

そ

博

た
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「

ト

磁
盤
織
轡

3月23El （臼）
よマ戸RJマ＇ 1 -レ人

ベントホー

文化討をのぞいてみよう

4月7臼（El) 「銅鐸のうつりかわり

生月146（日） 「銅鐸のまつりJ
4｝ヲ216( 6) 「銀鐸のっくりかたj

1sでみる博物学j渓示詳説
11月3日（日）

をとろう

rn • 
"§ 

自由 ： 
BI4 • 
ね曽

、，.，ヴ t

ユミ心 ' 

: 246人

3月168 ( 8) 

2号98(Ei)

ム
一
一
一
事
軒
治
山

32ノヘ
Fラ A
よdノペ、

くり方 12ノ九

レブワカづくり①f型どり） 30人

レプリカづくり②（色つけ） 26入

とろう①（拓本のとり方） 27人

ミクロの世界 22人

中の生きものだち 30人

14ノヘ
18人

49A 

35点、

73）、、

を手が

26人

22人

n人
1;:: ' よ＇・＇ノ寸、

12人

喜入

かた

るのはとのようにしたら

を読べるにはどんな点に注意じて観察し

ハヱのはなし 五人

自然をさぐる インター

ネットとパゾコン還信の世界一 詩人

芋のはなし 22人

方作の
ム
E

ム吋日

々
d
z
・3
9

3

－Ai
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〆v
J
V

方

襟
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り
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謂

ヨ
パ
ム
セ
を
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J
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》
F
ん
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りに②

り

むかしぱなし（①

むかしぱなし①

窓島のむかしぱなし③

方

る0

8月48 （日）

9月88 （日j

10月68 （巳）

12月1日（日）

12月8臼（ヨ）

1月12Ei （日）

l月260（日）

2月2日（日）

行事で、

行った。主詳

しょに該べる

6月8日（土）

6月98 （日）

8月11日(El)

8月18El ( 8) 

8月27日

8月288（ぜひ

器室内実習

主

ず

11月30日｛土1

12月21日

1 ,1125日（土）

2月228

3月22日

3il88（土j

i月llEl 

2月8日（土〉



ニュースをはじめ、濯し物案内ポスタ一、企

画展ポスター等を定期的に幅広く配布することにより、

をPR している。月間行事案内についてーは、

ラフを通じて広報するほか、報道機関ベコタ

ウン紙議集室なとマへも直送している。また、必要に応

じて報道機詞への資料提供を行っている。

¥ ＼芸

れこ

f日

盟国放送テレピ「おはようとく

の岩石と？と石」

263ケ所

96 

人

人

人

人

4
1山
寸

l
よ

1
iム
唱

す

L

鶏忌

奈良女子大

FMJ吉山出演

ヒコ
ヒニl上旬17日

本にゾウがいたころJ
11月208

L

K
ん令
、
i
＼

t

、、－
L
、

e
G
J
r
Z
4
ノ

F
／

e
j
i
f
，ノ

p
h
U
4
4
q
3
1
4
4
4
1
i
 

天3訪日天

11月2G 天；J;j初夫

阿波j

lL月五日小JIl誠

Jvとくしま i出j室

さ！医！大

徳、：高大

,1 

3' 

ハトチャシ示、
-- －ノ＇ - ' 

っとチャンネ

/I、

頼者を翁絡んこれらも

るとの観点から、業務に支障のないj浸り

れることにしている。

4月2日 高島芳弘 NHKテLピ「イブニングネッ

トワークとくしまj出演（企話J畏｛銅鐸の美jの詔

誠 N豆Kテレど「おはよう国間j

！§でみる

はよう四国j

出議等オヘ

8月136

ルとくしま

8月21日 山川治賓 NHKテレピ

んこくしまJ出演（戦後のくら
g月246 中這賢－ NHKテレピ

出演（全西表［鉱物？の世界jの紹介）

9月178 亀井111夫徳島県シ
で講演「：〆℃r'1の世界をさぐるj
g巧20日天羽手IJ夫

pj 

テレピ＠ラ講師派遣、

喜善2主教斉事業

参加者： 131人

川

表
、－
N
H
4

2

パ4

吉丈
人
主：
 

門

口

ロ

ロ

（

震

S

V
4
3

つ旬

月
講
亡
バ

ハU
1

よ

1

1

A

1

i

 

つ

24 



25 普及教育事業

舎さま手袋1毒物館渓翠刀ジキュラム

一一一一一一一一一一一一一一一一つ

！一一一一一一一一一一一一一一一一→

についてj

島県の昆虫についてj

畿平成8年度初任者研移譲淫

8月7日

打率物鎧についてJ（亀井節夫）
と教育普及事業についてj

P, 
V 

7月236（火）

講義：

A斗
A

勺

心

円

L

1
ム

p
n
v

兵
U

月

4
2
a
1ム
に
U

5

1

1

5

0

2

3

3

3
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r

ノ
ト
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93人

93去五司 382人

街

宣

1葉通第2

／ート

長然と文化に栽しむとともに、

と議涯を図ることを呂的とする会、である。

に事務局をおいてい忌。

護議会員（平戎8年度末）

個人会員（年会費2,000百）

家阪会員（年会費3，〔，oo月）
毒事役墨 （平成8

会長：寺戸恒夫

副会長：亀井節夫 u与初J'i§主主：） . 

幹事：；和泊賢次。巴淵武器ー石原

ーi’患LlJ
. Ji I下浩子

グ司、

む魁

♂コ濁催について

し物について

について

をささえた

について

よって8月末.11 

について

8 

8月26日

7月236

7月256

9月13日

1 Pl 22 a 
3月3G 

3月18日

目、iてのほか、

月オミ.3月末に議入し

？手を行ったc

i.,. ， 
＇古a

査：室主により学校教育の引で薄物館の活用を

回ることが明記されたにも関わらず＼毎盆学校からの

している。そのため、まず薄物宣言の利用

の方法を認識してもらうために！？毒物館見学ノートj

るとともに、企画震の前に

いき、 PR活動を行った。

らの依頼により、次の

を当館で実施し、 8年度会員に対し、薄物舘ニュース、企画展ちら

し、月間行事案内、年間催し物案内などを送付した。



普及数奪事業

8 

蓄量子」o萄23

Cultm官 Club

として発

ワ」ミュー

することになり、

した。

また、

してき，」品す仏牛、

ジアムJとしてA4半！！
No団 l～3を発行し会員

26 

), 

企]fill授

、；； 7フ、企画展詰射撃の美j、 「鉱物の世界j、 「呂でみ

る博物学jの開催にともない九それぞれの麹謁中に

会員を対象として説明会を行った。 もので

門口、，i

A
A

九
州
弓
J

＆

す

Q
i

Q
 
ス、／／ ？’ 

寸ノ
3

レ

む伊運動No週間

Culrnr呈Club

6沼実施した。

日荻

1
・
ァ

一

間

ブ

企

レ

されたスナヤ速報！

S，伐〕O吉5

と製塩のムラ

山Jごすむドジョウーナガレホトケド

ンヨウ

B 蒋： 7月288（日） 9 

場所：

参加者： 27名

。セミ

日時： 5月258（日） 10~寺～12時

湯所：

参加者：己名

O吉野川ハゼ釣り大会
日持： 10月13日（日） 13持～16時

場所：吉野！日河川敷グランド

参加者： 13名

O石器づくり
日時： 11月10日（百） 10時30分～

場所：那賀J11の河原

: 9名

C漂着物さがし
日時： 11月l7B（日）

場所：

: 9名

{JC: jlfil展（貸し切り

持： 2月23日（呂） 8時30分～17碍30分

所：

: 42名

フランスのグ、ランドランド。エコ

ミュージアム

自でみる

珍しい／］、さ

ンスQ&A クワガタムシやカブトムシの

を教えて下さい

l日発行1 6，泊。部

ら大量の銅鐸

つてなんです渓流レブアレンスQ&A

かワ

普及教曹関j系出読物

盟博物皇室ニュース

、内容は、

する”CultureClubヘ館蔵凶＇ l'l..1川、

案内、情報ボックス、レファレンスQ&A、

の案内と記録ーなどから構成されている。

ニュース担当者がMacintoshを使って

行っている。文章やページ割り付け、イラストなと九ま

電子化してファイルでsド制業者に渡す。現在のところ
B5判、 8ページ（全ページカラー）で印刷している。

監その他

i年弱の普及行事予定をポスタ (B 2判）および

B4半lj4うす庁の＇）ーフレアトとしてSD剥している。

ーユースとともに発送するほか、展示室入り

に自由にとってもらったり、普及

したりしている。

『

J

’

轡月間行事案内

の普及行事の実施要領、田

宍！を印税したB4・・・ゐ1交のどラ。



布するほか、来館者にも提供している0

・博物館引率の手引き

学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入

館案内、見学に当たっての留意点、観覧料減免申請

手続きなどについて説明した小冊子。年度初めに県

内各学校に送付している。

普及教育事業 27 
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〈自然課＞

理 営 き来課長

主任学芸員大原

イラ 務一（。）

今 小jii 誠（植物；
,,, 田辺 カ（動物）

// 鎌田

学芸員中尾

上組織＇ .職員 赤呂

イシ 岩佐

(1）組織自（平成g:i'巨4月1臼 接待補助員武志

く人文課＞

人文課長山}Ii

主任学芸員

学芸員

」普及係
ク

(1) (1) 

（事務職員2)
,,, 

（文化挺進員 1) ,, 

8) 

臨時補助員

王 自 7、
(10) 員2、臨時補助員 1) (3）人事異動

転出：
人文課 l学芸員ふ文化推進 ク：田村実
(8) 員1、臨時補動員 l) 

課長へ

(2) J議桑名簿（平成9年4月1汀

館 長亀井

副舘長吾下

副館長（自然、議長兼務）両角

主 幹（総務課長兼務）米益

く総務課＞

総務課長

主 査山口都志江

普及係長木津正憲

主 事結域孝典
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( 2月

砂山

Jil中

冨土谷美香

美由喜7勾品、了

谷議充代

小谷

後藤二三代

寺高田

予算

2月

す。

( 2汚現計予算譲） （単位：千円

展覧事業 i議査研究 i資料収集保存｜普及教育 ｜ 

2冒

議事：平成7

平成8

その他

10a寺30分～12時

3. 

設条例の規定に基づき設置されている。

8年度は協議会を l罰開催した。

審 3年度博物館協議会

5持：平成8年8月6El （金）

会場：
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ヰ調

』土、出佳ll'邸主りi等初期／えいra当施言文り港中台‘
で、現在86館（窟）が加盟Lているつ呂田主主豆の会長

（支部長）を担当する舘が2年ず、つ持ち[ii［りで幹事館

をつとめることになっており、平成8、9年支の2年

間は愛援係県立美術館が幹事館をつとめる。

平成8年度の役員会及び総会は次のとおり

催された。

日時：平成8年5月30日（7/三j～316（金V
会場：にぎたつ会議

：平成7

役員改選について

そのイ宝

昌題富士並IX博物館協議会及
盟支部

にういて

について

［、、
ヱミ

ら程

井亀
一
恰

に－
M

S年7月～ 9全三3月

三重品七二／タ」博物長官

6.12～9.3. 
ヤ

5.7～9.3.31) 

仁木

副会長

理事

理

主国

監事日和佐う

監事鳴門市ドイツ館長

畿平成3年度事業

①加盟館冨の組織・職員と展示概要、

ストの作成

アンケート

めて加盟結園に配布した。

桔生森林美術館長

hキ）〆
’品 -回収し

ぬマ
員会委員（1966～ ) 

QTJATARPALEむヘTOLOGIE

MODEIミNGEOLOGY

14時～16時as寺： 10月30ヨ（水）
場所：

8 

4. l～9.3. Q;研修会の開催



日本放送協会四国地方放送番組審議会委員

（平成5.11.1～ ） 

鳴門市塩業資料館建設推進検討委員会委員

（平成8.4.1～ ） 

両角芳郎

徳島大学総合科学部非常勤講師（平成8.4.1～9.3.31)

三重県大型化石発掘調査団調査員

（平成8.8.26～9.3.31)

福井県立恐竜博物館（仮称）展示企画ワーキンググ

ループ委員（平成8.10.30～9.3.31)

山川浩賓

松茂町歴史民俗資料館運営協議会委員

（平成8.4.1～9.3.31)

大原賢二

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

昆虫類分科会委員（平成8年4月～10年度）

佐藤揚一

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

委員・淡水魚類分科会委員（座長）

（平成8年4月～12年度）

徳島県土木部河川課河川懇談会「未来への碧き流れ

新町川を語る会」委員（平成7～ 8年度）

小川誠

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

維管束植物分科会委員（平成8年4月～12年度）

田辺力

徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会

委員・その他の無脊椎動物分科会委員（座長）

（平成8年4月～12年度）

長谷川賢二

徳島県向和問題啓発をすすめる会専門委員

（平成8.4.1～9.3.31)

徳島県同和地区民俗文化史調査委員

（王子成8.8.1～9.3. 31) 

魚島純一

四国大学非常勤講師（平成8.4.1～8.10.10)

中尾賢一

三重県大型化石発掘調査団調査員

（平成8.8.26～9.3. 31) 

7 .視察等博物館関係来訪者

4 .17 沖縄県教育委員会文化課長ほか5名

4 .23 林原自然科学博物館準備室室長石井健一氏ほ

か4名

6.6 姫路市女性社会諜一行160名

管理運営 31 

6 .18 沖縄県教育次長他2名

6 .19 福岡県総務部国立博物館対策室一行3名

8 .23 大阪人権博物館学芸員吉村智博氏ほかl名

8 .25 勝浦郡勝浦町化石研究会10名

8 .30 茨城県自然博物館学芸員小池渉氏

9 .10 大阪人権博物館理事大津譲氏

9 .12 沖縄県観光文化局一行10名

9 .19 沖縄県教育庁文化課文化財係長千木良芳範氏

ほか9名

9 .28 国際交流基金中学・高校教育視察団一行27名

10. 8 静岡県企画部企画課主査寺田成人氏ほか 1名

10. 9 都道府県指定都市教育研究所長協議会一行35名

11. 1 日本私立大学協会四国支部加盟大学理事長及

ぴ学長等一行40名

11. 8 中国・四国・九州地区初任者研修等研究協議

会一行90名

11. 9 新居浜市立郷土美術館協議会委員一行8名

12. 3 鳥取市教育委員会博物館建設課課長小杉宗雄

氏ほか4名

12.10 秋田県立博物館主任学芸員池聞憲手口氏ほか2名

1.29 和歌山市立博物館協議会会長小池洋一氏ほか

2名

2 .18 鹿児島県立博物館学芸指導員2名

2 .25 福井県立博物館主任学芸員東洋一氏ほか3

名

2 .25 滋賀県立琵琶湖博物館専門学芸員高橋啓一氏

ほか1名

2 .26 国立歴史民俗博物館資料課長補佐柳沢久男氏

ほかl名

2 .28 群罵県立歴史博物館教育普及課長本田 功氏

3.6 平成8年度中四園地区公立文化施設協議会第

3団幹事会一行20名

3. 6 福山市人権平和資料館副館長井上孝氏、部落

解放同盟広島県連東部地区協割石忠典氏

3 .13 奈良公園管理事務所管理係長米田敏行氏ほか

2名

3 .13 埼玉県立博物館常設展示課若松良一氏ほか1名

8.観覧者

平成8年度常設展及び企画展観覧者数、年度別累計

は別表のとおり。
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（単位：人）

無 料 観 覧 者

学 校 教 育 無料 I観覧者

幼・保育 小学校 中学校 高校 言十 第2・4土 その他 観覧者｜総数
園｜人数 校｜人数 校｜人数 校｜人数 校｜人数 無料入館 計

247 1,557 2,974 I 5,201 
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4151361 4,112 I 4 I 1,029 I l 102 I 47 I 5, 658 

o I 8 567 

196 

139 
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ト十 ＋→  → ← ト寸 十 ト一 一一l一一一一一一一一十一一一一一一→一一一一 十

3 74 I 7 519 I o o I 2 

o I 3 

o I IO I 573 109 917 I 1,599 I 3,417 
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（単位：人）

鉦 料 観 覧 者

学 校 教 育 無料
観覧者

幼・保育 小学校 中学校 高校 言十 第2・4土 その他 観覧者 総数
園 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数 無料入館 言十

55 4,877 6 640 12 1,972 73 7,489 1,066 8,555 97,277 
ト一一

202 26,165 44 6,960 21 2,443 267 35,568 2,267 37,835 137,117 
」ー 』一一

114 10,781 23 3,709 14 3,305 151 17,795 1,401 2,076 21,272 79,133 
』ー 』ー

5 293 118 12,204 22 2,939 6 832 151 16,268 1,398 2,871 20,537 69,480 
トー F ー 一一一一一一

38 2,547 90 7,980 22 3,246 9 730 159 14,503 1,195 1,080 16,778 52,147 
」ー ト一一一 トー一一一一一 「甲田ーーーーーーーーーーーーーーーーー

27 1,542 99 8,641 20 3,311 4 253 150 13,747 2,083 7,493 23,325 56,373 
」ー 』－ ト一一一一一一

30 1,788 81 8,114 18 2,780 7 776 136 13,458 1,390 19,839 34,687 57,121 

100 6,170 759 78,762 155 23,585 73 10,311 1, ffi7 118,828 7,469 36,692 162,989 548,648 
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